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戦争法（安保法）廃止の国民連合政府を

　
宇
治
市
議
会
　
月
定
例
会
は
、　
月
２
日
開
会
で
　
日
閉
会
し
ま
し
た
。
９
月
定
例
会
で
「
太
閤

１２

１２

２５

堤
跡
歴
史
公
園
」
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
予
算
が
削
除
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
は
　
月
定
例
会
で

１２

も
、
事
業
推
進
に
固
執
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
水
道
料
金
の
大
幅
値
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
の
水
道
料
値
上
げ

が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

値
上
げ
幅
は
、
平
均
的
な
使
用

量
（
　
㎥
）
の
家
庭
は
１
４
６

１４

０
円
か
ら
１
７
６
８
円
と
　
・
２１

１
％
、
低
所
得
家
庭
の
基
本
料

金
（
～
８
㎥
）
は
４
０
０
円
か

ら
５
４
０
円
へ
　
％
、
２
ヶ
月

３５

約
１
万
円
の
家
庭（
　
㎥
使
用
）

３８

で
は
９
８
５
１
円
か
ら
１
万
１

５
１
６
円
と
　
・
９
％
と
な
り

１６

ま
す
。
こ
れ
は
基
本
料
金
部
分

を
大
幅
値
上
げ
し
た
か
ら
で
、

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
必
要
だ

と
説
明
。
公
共
工
事
は
入
札
で

決
め
ま
す
。
こ
の
半
年
間
の
入

札
結
果
は
、
予
定
価
格
の
　
・
８０

１
％
、　
・
２
％
、　
・
６
％
と

８６

８５

　
市
は
今
後
の
事
業
費
　
・
８

４５

億
円
の
３
割
を
「
現
世
代
の
水

道
料
金
」
で
負
担
し
て
も
ら
い

「
将
来
世
代
」に
負
担
さ
せ
な
い

た
め
水
道
料
金
を
引
き
上
げ
る

と
言
っ
て
い
ま
す
。
水
道
な
ど

の
社
会
資
本
整
備
は
長
い
期
間

使
用
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
世

代
と
将
来
世
代
が
と
も
に
負
担

す
べ
き
も
の
で
す
。

　
こ
の
水
道
料
金
値
上
げ
条
例

に
党
議
員
団
は
反
対
し
ま
し
た

が
、
民
主
・
自
民
・
公
明
な
ど

の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
月月
定
例
定
例
会会

１２１２

低
所
得
・
一
般
家
庭
を
直
撃

基
本
料
金
大
幅
値
上
げ

　
市
は
、
今
後
４
年
間
で
耐
震

化
工
事
や
施
設
の
更
新
の
た
め

に
　
・
８
億
円
が
必
要
で
、
そ

４５
の
７
割
を
企
業
債
で
賄
っ
て
も

　
・
５
億
円
が
不
足
す
る
た
め
、

１２

財
政
計
画

収
入
は
少
な
く
、支
出
は
多
め
に

水
道
施
設
投
資
の
資
金
を
 

値
上
げ
で
現
世
代
に
負
担
押
し
付
け

水道料金14.4%値上げ水道料金14.4%値上げ
太閤堤跡歴史公園には太閤堤跡歴史公園には８０８０億円億円太閤堤跡歴史公園には８０億円
その
 一方で

　
市
長
は
「
財
政
が
厳
し
い
」

と
い
っ
て
、
学
校
の
ト
イ
レ
改

修
も
　
校
が
未
実
施
、
中
学
校

１８

給
食
も
や
ら
な
い
、
保
育
所
も

足
り
な
い
、
水
道
料
金
を
大
幅

値
上
げ
す
る
。

　
党
議
員
は
、「
そ
の
一
方
で
、

　
億
円
を
超
す
よ
う
な
事
業
を

８０今
や
る
必
要
が
あ
る
の
か
」
と

質
問
。
市
長
は「
交
流
人
口（
そ

の
地
域
を
訪
れ
る
人
）
の
増
加

に
つ
な
が
る
施
策
で
あ
る
観
光

振
興
の
中
心
的
な
事
業
だ
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。

　
党
議
員
の
「
観
光
客
増
加
の

み
こ
み
は
」
と
の
質
問
に
、
市

長
は
「
新
た
な
観
光
客
の
見
込

み
を
示
す
こ
と
は
困
難
だ
」「
税

収
へ
の
具
体
的
効
果
を
見
込
む

の
は
、
現
段
階
で
は
困
難
だ
」

と
答
弁
。

設
計
・
建
設
・
運
営
も

　
　
　
年
間
、民
間
会
社
に

２０

い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
長
は
「
国
庫
補
助

の
つ
か
な
い
公
民
館
を
建
て
替

え
る
こ
と
は
、
今
の
財
政
状
況

に
と
っ
て
は
深
刻
な
状
況
で
あ

り
、
複
合
施
設
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
財
政
調
整
し
て
よ
く
す

る
」
と
答
弁
。
市
民
会
館
や
公

民
館
は
廃
止
し
、「
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
」
の
会
議
室
を
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
の
計
画

で
す
。
公
民
館
は
、
社
会
教
育

の
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
民
間

に
管
理
・
運
営
を
丸
投
げ
し
た

「
貸
会
議
室
」で
公
共
性
が
担
保

さ
れ
る
の
か
問
題
で
す
。

水　道
値上げ

太閤堤
跡公園

一
般
家
庭
や
低
所
得
者
ほ
ど
厳

し
い
値
上
げ
で
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。
仮
に
入
札
率

　
％
に
な
る
と
、
予
定
価
格
よ

８５り
６
・
９
億
円
も
事
業
費
が
減

り
ま
す
。

　
収
入
面
で
も
、
耐
震
化
に
は

国
か
ら
交
付
金
が
出
ま
す
が
、

こ
う
し
た
こ
と
も
財
政
計
画
か

ら
漏
れ
落
ち
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
度
末
の
内
部
留

保
金
が
　
億
円
の
見
込
み
だ
っ

１３

た
の
が
、
決
算
で
は
　
億
円
に

２０

な
っ
て
お
り
、
財
政
計
画
に
７

億
円
の
狂
い
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
収
入
を
少
な
く
見
込
み
、
支

出
を
多
め
に
見
込
ん
で
「
赤
字

に
な
る
か
ら
」
と
し
て
大
幅
値

上
げ
を
押
し
付
け
る
べ
き
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

　
市
は
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
と
し
て
、

施
設
の
設
計
、
施
工
、
管
理
・

運
営
を
民
間
事
業
者
に
　
年
間

２０

に
わ
た
っ
て
委
ね
よ
う
と
し
て

公
民
館
・
市
民
会
館
廃
止
し
て

複
合
施
設
を
建
設

　
党
議
員
は
、
太
閤
堤
跡
歴
史

公
園
は
、「
史
跡
」
と
し
て
整
備

し
、
市
民
会
館
や
公
民
館
は
、

そ
れ
ぞ
れ
市
民
会
館
や
公
民
館

と
し
て
整
備
す
べ
き
だ
と
求
め

ま
し
た
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

　
公
共
事
業
を
民
間
の
資
金
・
設

計
・
建
設
・
運
営
で
行
う
方
式
。

公
益
性
を
重
視
す
べ
き
事
業
が
、

利
潤
追
求
が
優
先
の
民
間
企
業

主
導
で
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、

各
地
で
破
綻
す
る
例
が
続
発
し

て
い
ま
す
。
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宇
治
市
集
会
所

は
、
市
内
に
１
３

２
ヶ
所
あ
り
、
町

内
会
や
地
域
の

サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
に
幅
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
市
は
、

２
０
１
２
年
３
月

に
、
市
集
会
所
と

管
理
人
制
度
を
廃

止
し
、
小
修
繕
は

地
元
負
担
と
す
る

条
例
を
議
会
に
提

案
。
民
主
・
自
民
・

公
明
な
ど
が
賛
成

し
て
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
地
元

負
担
を
強
い
る
こ

の
方
針
は
、
多
く

の
町
内
会
・
自
治

会
の
反
対
で
、
実

施
す
る
こ
と
が
で

き
ず
凍
結
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
議
会
に
な
っ

て
、
市
集
会
所
を

廃
止
と
す
る
条
例

を
廃
止
し
、
市
集

会
所
の
存
続
と
民

間
集
会
所
へ
の
支

援
を
拡
充
す
る
条

例
が
で
き
ま
し
た
。

　
住
民
の
声
が
市

政
の
誤
り
を
正
し

た
画
期
的
な
こ
と

で
す
。

　
宇
治
市
保
育
運
動
連
絡
会

か
ら
の「
安
心
し
て
子
ど
も

を
産
み
育
て
ら
れ
る
よ
う
、

保
育
の
充
実
を
求
め
る
請

　
医
療
と
国
保
を
よ
く
す
る

会
か
ら
の
「
国
保
料
の
引
き

下
げ
を
求
め
る
請
願
」
に
党

議
員
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

を
求
め
た
請
願
は
、
共
産
党
７

人
と
無
会
派
議
員
２
人
が
賛
成

し
ま
し
た
が
、 
自
民
議
員
が

「
市
と
し
て
は
一
定
の
取
り
組

　
宇
治
市
の
国
保
料
は
、
３
人

家
族
、
世
帯
所
得
３
０
０
万
円

の
場
合
、　
万
３
８
９
０
円
で
、

５３

府
内
　
市
で
実
質
３
番
目
と
い

１５

う
高
さ
で
す
。
党
議
員
団
は
、

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
引
き
下
げ

を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　
市
の
国
保
会
計
は
、
２
０
０

９
年
度
か
ら
６
年
連
続
の
黒
字

と
な
り
、
２
０
１
５
年
度
も
４

億
７
千
万
円
の
黒
字
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
保
険

料
が
高
す
ぎ
る
、
取
り
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
黒
字
分
を
毎
年
、
基
金
に
積

み
立
て
、
２
０
１
４
年
末
で
　１０

億
７
千
万
円
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。

　
　
億
円
を
超
え
る
基
金
を
、

１０
保
険
料
の
引
き
下
げ
に
活
用
す

べ
き
だ
と
追
及
し
ま
し
た
が
、

市
は
、
基
金
に
対
す
る
国
の
考

え
が
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
な

　法律相談
弁護士さんもこられます
毎月第一金曜日午後２時から

議員団控室
事前に議員にご連絡ください。

無料

ど
の
理
由
を
あ
げ
て
引
き
下
げ

に
消
極
的
な
答
弁
を
く
り
返
し

ま
し
た
。

保
育
充
実
の
請
願

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い

て
の
党
議
員
の
質
問
に
対
し
て
、

自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か

ら
な
く
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
答
弁
。

市
役
所
の
窓
口
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
記
載
し
な
く
て
も
、
申

請
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
宇
治
市
は
子
育
て
世
代
の
人

口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
安
倍
政

権
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
に

沿
っ
て
、
宇
治
市
版
「
総
合
戦

略
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
具

体
的
な
対
策
は
示
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　「
総
合
戦
略
」は
少
子
化
の
原

因
で
あ
る
若
者
の
不
安
定
雇
用

化
や
、
地
方
経
済
を
衰
退
さ
せ

て
き
た
自
民
党
政
権
の
失
政
に

は
目
を
向
け
ず
、
子
育
て
世
代

が
求
め
る
中
学
校
給
食
や
医
療

費
助
成
拡
充
も
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。
人
口
減
少
を
止
め
る
に

は
、
市
民
生
活
を
支
え
る
自
治

　
宇
治
市
の
学
校
で
は
、「
学

級
費
」
や
「
学
校
諸
費
」
と
し

て
、
教
材
費
等
を
保
護
者
か
ら

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
、
学
級
で
使
う

画
用
紙
や
鉛
筆
削
り
機
の
費
用
、

中
学
校
で
は
体
育
授
業
で
使
う

ボ
ー
ル
や
乾
電
池
、
理
科
の
薬

品
や
試
験
管
の
費
用
ま
で
が
教

材
実
習
費
と
し
て
徴
収
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
府
内
の
自
治
体
で
は
、
学
級

で
使
う
文
具
類
や
画
用
紙
、
ド

リ
ル
や
テ
ス
ト
類
、
給
食
費
や

修
学
旅
行
費
ま
で
公
費
負
担
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

市
内
の
学
校
徴
収
金
は
、
教
材

費
だ
け
で
も
小
学
校
で
年
間
１

万
円
、
中
学
校
で
２
万
円
を
超

え
る
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
党
議
員
は
教
材
費
の
保
護
者

み
は
行
っ
て
い
る
」
と
反
対
し
、

民
主
・
公
明
等
も
反
対
し
、
不

採
択
。

い
」
と
反
対
し
、
民
主
・
自

民
・
公
明
の
議
員
も
反
対
し
、

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

負
担
の
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

市
教
委
は
、「
学
校
徴
収
金
の

実
態
を
調
査
し
、
学
校
に
改
善

を
求
め
て
い
き
た
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

市
の
保
健
師
に
よ

市
の
保
健
師
に
よ
るる

全
て
の
新
生
児
の
訪
問

全
て
の
新
生
児
の
訪
問
をを

　
宇
治
市
で
昨
年
度
に
出
生
し

た
１
４
２
０
人
の
う
ち
、
市
の

保
健
師
が
家
庭
訪
問
を
し
た
人

数
は
５
８
１
人
。「
要
観
察
」と

さ
れ
た
１
９
２
人
の
う
ち
、
再

訪
問
を
し
て
フ
ォ
ロ
ー
を
し
た

「
原
発
再
稼
働
に
反
対
」・

「
沖
縄
新
基
地
建
設
の
断
念
を
」

　
党
議
員
団
は
「
高
浜
原
発
の

再
稼
働
に
反
対
す
る
意
見
書
」

「
沖
縄
新
基
地
建
設
の
断
念
を

求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
し
ま

し
た
。
２
つ
の
意
見
書
は
、
民

主
・
自
民
・
公
明
等
の
反
対
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

願
」。

　
待
機
児
の

解
消
。
障
が

い
児
保
育
の

保
育
士
加
配
に
公
立
・
民
間

の
差
を
無
く
す
こ
と
。
保
育

士
の
賃
金
や
就
労
改
善
な
ど

無
会
派
議
員

が
「
保
険
料

を
引
き
下
げ

る
の
は
難
し

民
主
、
自
民
、
公
明
等
が
反
対

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃廃止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止ををををををををををををををををををををを撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤撤回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続続市集会所廃止を撤回、存続へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ

新
生
児
は
　
人
だ
け
で
し
た
。

３０

　
党
議
員
は
、
市
の
保
健
師
が

全
家
庭
を
直
接
訪
問
し
て
母
子

の
状
況
を
把
握
し
、
再
訪
問
な

ど
継
続
し
て
手
厚
い
援
助
を
行

う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ

高
す
ぎ
る
国
保
料
の
引
き
下
げ
をを

マ
イ
ナ
ン
バ

マ
イ
ナ
ン
バ
ーー

記
載
な
く
て
も
書
類
提
出
で
き

記
載
な
く
て
も
書
類
提
出
で
き
るる

体
育
の
ボ
ー
ル
・
理
科
の
薬

体
育
の
ボ
ー
ル
・
理
科
の
薬
品品

ま
で
保
護
者
の
負

ま
で
保
護
者
の
負
担担

学
校
徴
収
金
の
軽
減
を
求
め

学
校
徴
収
金
の
軽
減
を
求
め
るる

「
人
口
減
少
」対
策
も
な

「
人
口
減
少
」対
策
も
な
いい

宇
治
市
版「
総
合
戦
略

宇
治
市
版「
総
合
戦
略
」」

国
保
料
引
き
下
げ
の
請
願

意見書

体
本
来
の
役
割
に
立
つ
こ
と
が

必
要
で
す
。




